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地域住民の命を守り、安心して

暮らせるまちへ
12月１日（水）に養老警察署にて、令和３年度の年末

年始地域安全運動および年末の交通安全県民運動に

伴う特別警戒出発式が行われました。年末年始の向け、

犯罪や交通事故をなくすため、決意を新たにしました。
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新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
続
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
昨
年
も
多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
療
養
中
の
皆

さ
ま
の
一
日
も
早
い
回
復
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
・
法
人
、
町
内
外
を
問
わ
ず
、
多

く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
温
か
い
ご
支
援
は
、
町
の
コ
ロ
ナ
対
策
・

地
域
振
興
・
子
育
て
支
援
等
の
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
新
た
な
変
異
株
の
出

現
を
繰
り
返
し
、
そ
の
影
響
が
長
期
化
す
る
こ
と

で
、
社
会
経
済
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
、「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
」を
導
入
す
る
な
ど
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
急
速
な

社
会
の
変
化
に
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
も
急
速
に
進
行
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
業
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
業
種
も
で
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
四
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
、
「
旧
養
老
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

を
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
に
改
修
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
町
内
の
宿
泊
施
設
と

連
携
し
、
養
老
町
ら
し
い
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
様
々
な
働

き
方
に
対
応
し
、
新
た
な
人
々
の
往
来
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
、

地
域
住
民
に
よ
る
、
地
域
住
民
の
た
め
の
、
地
域

に
お
け
る
活
動
に
は
、
対
面
に
よ
る
人
と
人
と
の

結
び
つ
き
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
大
切
に

育
ま
れ
、
培
わ
れ
て
き
た
地
域
住
民
相
互
の
信
頼

関
係
は
、
災
害
時
の
共
助
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
。
こ
の
基
盤
と
行
政
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
公

助
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
地

域
づ
く
り
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
、
地
域
活
動
に
対
す
る

制
限
も

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
状
況

を
見

極
め
な
が
ら
、
感
染
対
策
を

十
分
に

講
じ
、

コ
ロ
ナ

禍
で
も
で
き
る
、
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
活
動
を
、

積
極

的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年

度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
養

老
町
ま
ち

づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」
に

掲
げ
る

将
来

像

で
あ
る
「
人
が
あ
つ
ま
り

楽
し
く

生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
、
ま
ち
や
地
域

へ

の
誇
り
や

愛
着
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の

醸
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、

光
り

輝
く

素
晴
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
つ
つ
、
年

頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
た
な

門
出
を
迎
え
た
新

成
人
の
皆
さ

ま
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
ま
で

愛
情

深
く
育
て
て
こ
ら
れ

ま
し
た
ご

家
族
を
は
じ
め
、

先
生
方
や
地

域
の
皆
さ
ま
に
も
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
に
出
現
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
社
会
は
多
く
の

困

難
と
変
化
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
ど
ん
な

困
難
な
時

代
も
、
常
に
新
し

い
扉
を
開
い
て
き
た
の
は

若
い
力
で
す
。

若
さ
あ

ふ
れ
る

柔
軟
な
「
発

想
」
と
「
行
動

力
」
、
そ
し
て
「

ひ
た

む
き
」
に

挑
戦
す
る

姿
が
社
会
を

創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
日
本
、
そ
し
て
養
老
町
の

未
来

を
拓
き
、
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
皆

さ
ま
に
も

若
い
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

私
た
ち
が
コ
ロ
ナ

禍
か
ら

学

ん
だ
こ
と
は
、
人
は
人
と
の
関
わ
り
に
よ

り
成
長
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り

良
い
ま

ち
が
つ
く
ら
れ
、
地
域
の

絆
が

強
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ま
が
、

こ
の

先
多
く
の
人
と
出
会
い
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の

夢
や
希
望
に

向

か
っ
て

歩
ん
で
い
か
れ
る
新

成
人
の
皆
さ

ま
の

前
途
が

幸
多
き
こ
と
を
祈

念
い
た
し

ま
し
て
、
お

祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
成
人
に
贈
る
こ
と
ば



子子子子子 どどどどど ももももも たたたたた ちちちちち ののののの “““““ おおおおお いいいいい ししししし いいいいい ””””” ののののの たたたたた めめめめめ ににににに

11月25日（木）に株式会社丸明（三神町）より、調理用具一式と飛騨牛カレー100食を寄附していただきました。

吉田明一代表取締役は「子どもたちの健やかな成長と、“おいしい”という笑顔を願って「こども食堂」事業を支援する

ために寄附しました。子どもたちの大好きなカレーも併せて寄附したので、ぜひ活用してください」と話しました。

現在「こども食堂」は町内の賛助会員や支援者によって支えられ、ＮＰＯ法人いちごが主体となり、彩りや栄養が

考えられたお弁当をまごころ込めて作っています。

マママママスススススクククククををををを町町町町町へへへへへ。。。。。そそそそそののののの数数数数数なななななんんんんんととととと111115555500000万万万万万枚枚枚枚枚！！！！！

12月２日（木）に佐竹鉄工株式会社と佐竹販売株式会社（２社とも蛇持）より不織布マスク150万枚（佐竹鉄工（株）

より80万枚、佐竹販売（株）より70万枚）を寄附していただきました。佐竹宏文代表取締役（２社（グループ会社）と

も）は「養老町で生まれ育ち、経営する企業も活動の拠点としているので、なにか手助けをしたいという思いから、

新型コロナウイルス感染症対策に役立ててもらえるようにとマスクを寄附しました」と話されました。

いただいたマスクは新型コロナウイルスやインフルエンザの感染拡大防止のために町内各世帯へ配布するととも

に、施設にて活用させていただきます。

各世帯への配布については、27ページにて詳細をご確認ください。

歴歴歴歴歴 史史史史史 あああああ るるるるる 養養養養養 老老老老老 駅駅駅駅駅 ををををを 後後後後後 世世世世世 へへへへへ

11月25日（木）に株式会社野寺商店（高田）が創業100周年を迎えたことを記念して、代表取締役の野寺兼次さん

より100万円を寄附していただきました。野寺さんは「養老鉄道を守る会」の会長を務めていることもあり「養老駅

の整備に役立てて欲しい」と話し、大橋孝町長に目録を手渡しました。

いただいた寄附は養老駅の整備事業に充てさせていただき、養老鉄道の明るい未来を作るために利用させていた

だきます。
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運運運運運転転転転転手手手手手ははははは早早早早早めめめめめのののののララララライイイイイトトトトト点点点点点灯灯灯灯灯ををををを、、、、、歩歩歩歩歩行行行行行者者者者者ははははは反反反反反射射射射射材材材材材ののののの着着着着着用用用用用ををををを

11月15日（月）に養老地区交通安全協会が管内全域の幹線道路において、交通安全街頭啓発活動が行われました。

協会員は、薄暮時に事故が多発していることをうけ、運転手や歩行者へ対し、早めのライト点灯や反射材の着用、

交通ルールの遵守についてプレートやのぼりにより呼びかけました。

町民の皆さまも、事故を未然に防ぎ、自分の身を守るための対策をしていただきますようお願いします。

危危危危危険険険険険ををををを察察察察察知知知知知ししししし、、、、、無無無無無事事事事事にににににゴゴゴゴゴーーーーールルルルルへへへへへ

11月19日（金）に町役場玄関にて、養老警察署と養老地区交通安全協会が運転シミュレータを用いた実践型交通

安全教室を開催しました。天気や時間など様々な条件の中で、危険を察知しながら、事故を起こさずに無事ゴール

を目指して運転の疑似体験をしました。高齢者だけではなく若者も体験し、視界が悪い中での運転時に事故に繋が

る“潜んでいる危険”について確認する機会となりました。

子子子子子 どどどどど ももももも たたたたた ちちちちち ののののの 安安安安安 全全全全全 ををををを 守守守守守 るるるるる たたたたた めめめめめ ににににに

11月15日（月）に上多度小学校にて、養老警察署と養老地区交通安全協会による交通安全指導が行われました。

下校前に、全校児童を対象として道路標識や登下校時の危険や注意事項、横断歩道の渡り方についてのルールを確

認しました。その後、署と協会により下校する児童の見守りをしました。

西脇協会長は「ニュースなどで見聞きする事故を他人事ではなく、いつ自分たちの身に起きてもおかしくないこ

とだと危機感を持って欲しい。自分の身を守るための行動を」と訴えました。
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町町町町町 民民民民民 ののののの 命命命命命 ととととと 財財財財財 産産産産産 ををををを 守守守守守 るるるるる たたたたた めめめめめ ににににに

11月28日（日）に養老小学校にて、養老郡消防協会機動演習・講習会が開催されました。消防団員は、火災発生

を想定した機動演習（放水訓練）とポンプ車・小型ポンプの操作訓練により、火災発生時に消火活動を行うために必

要な知識を習得しました。このように消防団員は、消防署とともに町民の皆さまの命や財産を守るために、日々訓

練を積み重ねています。

有事に備え、万全を期してはいますが、町民の皆さまは、火にはくれぐれも用心していただき、火事のないよう

にお過ごしください。

広報ようろう 2022.1.15

いいいいいざざざざざととととといいいいいうううううととととときききききににににに何何何何何をををををすすすすすべべべべべきききききかかかかか～～～～～初初初初初動動動動動対対対対対応応応応応ををををを学学学学学ぶぶぶぶぶ～～～～～

11月28日（日）に上多度プラザにて、上多度地域自治町民会議により地区での防災訓練が行われました。自治町

民会議の役員を中心に、避難所開設訓練、災害・避難者カード作成、防災関連動画視聴、水消火器訓練を実施しま

した。

参加者は１訓練につき20分程度受講し、災害時の初動段階での応急対応などについて学びました。当たり前の

ことを確認したり、始めて聞いたり手に取ったりするものについて説明を受けたりと、幅広く災害時に何をすべき

なのか確認し、いざというときにどう行動しなければならないか学ぶ貴重な機会となりました。

人人人人人ををををを思思思思思いいいいいやややややるるるるる気気気気気持持持持持ちちちちちををををを育育育育育てててててるるるるる

12月３日（金）に池辺小学校にて１～３年生の児童を対象として、大垣人権擁護委員協議会 人権創作劇委員会によ

り人権教室が開催されました。同委員会は西濃地域のこども園や小学校などを対象に人権啓発活動を行っています。

委員の日比勝さんは「子どものうちに人権について考える機会を作り、人を思いやる気持ちを持って成長して欲

しい」と願いを込めて活動を続けていると話しました。

人権啓発のために創作された劇が披露され、子どもたちは真剣なまなざしで鑑賞し、人を思いやる気持ちの大切

さについて考える機会となりました。



問中部ケーブルネットワーク株式会社 �0120―441061

総務課 �32―1101

「「「「「安安安安安全全全全全・・・・・安安安安安心心心心心111112222233333チチチチチャャャャャンンンンンネネネネネルルルルル」」」」」ががががが放放放放放送送送送送開開開開開始始始始始！！！！！

町と連携し、さまざまな地域情報を発信しているケーブルテレビCCNet

(シーシーネット）。より地域に密着し、まちの情報を発信していくために、

令和４年１月１日（土）から新たなチャンネル「安全・安心123チャンネル」の

放送を開始します。

安全・安心123チャンネル
リモコン１つで地域の安全・安心情報をリアルタイムで届けます！

町内26カ所に設置したライブカメラで、平常時や災害時の道路・河川の状況を自宅にいながらリアルタイムで

確認する事ができます。

さらに、町の気象情報や防災情報、行政情報など生活に役立つ情報が簡単なチャンネル操作で24時間365日リ

アルタイムで見ることができます。

【道路・河川ライブ映像】【防災情報】 【行政情報】

道路・河川ライブ映像はCCNet

アプリでもご覧いただけます。

少少少少少 年年年年年 ののののの 主主主主主 張張張張張 全全全全全 国国国国国 大大大大大 会会会会会 内内内内内 閣閣閣閣閣 総総総総総 理理理理理 大大大大大 臣臣臣臣臣 賞賞賞賞賞 受受受受受 賞賞賞賞賞 ！！！！！

広報養老10月号に掲載しました細川士
と

禾
わ

さんの作品が、全国大会

において内閣総理大臣賞を受賞いたしました。

第43回少年の主張全国大会～わたしの主張2021～

内閣総理大臣賞受賞

「認め合うことの大切さ」

養老町立高田中学校 3年 細川士禾 さん

12月14日（火）県知事に受賞の報告をしました
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12月４日（土）に養北小学校で全校児童によりソーラン節が披露されました。この取り組みは、よさこいソーラ

ンを自分たちでアレンジした「養北ソーラン」として９年前から始まり、養北小学校の新たな伝統となっています。

１～３年生、４・５年生、６年生と三部構成で行われ、それぞれにオリジナリティーを持たせた舞を披露しまし

た。子どもたちはみんなで踊ることを通して、ひとつのものを作り上げる喜びや仲間との繋りを感じていました。

また６年生は今年で最後となる“心を燃やす舞”を見せることで、後輩たちに伝統を継承しました。



ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”
近年、排出するごみの量が増えています。ごみの量を減らすために自分でできることから始めましょう。

食べ残しをしないなど、食品ロスをなくせばごみを減らすことができます。（リデュース＝ごみを出さない生活）

※「食品ロス」とは、本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。

※一人あたりの年間の食品ロスは、60回分の食事量と同じくらいです。

食品ロスを減らすために

１．買い物をする前に冷蔵庫をチェックする。

２．空腹時に買い物をしない。

３．すぐに食べるつもりのものは、棚の手前から購入する。（賞味（消費）期限切れによるスーパーでの食品ロスを減らす）

４．期間限定や特売セールなどの売り文句によるまとめ買いに注意する。

５．食材を使い切る工夫をする。

６．残さずに食べる。（食べられる分だけの量にする）

◎私たちは便利さ、快適さを追求し、今の生活にどっぷりと浸かっています。日本には古来から「もったいない」文化が

あります。年の初めに、今一度生活を見直して、物を大切にする、最後まで使い切るなどを意識し、実行しましょう。

次の世代のために住みやすい地球を守っていくため、ごみの減量に取り組みましょう。

問生活と環境を考える会 �32―2386

住民環境課 �32―1104

家家庭庭かかららのの食食品品ロロスス

・料理を作り過ぎて食べきれなかった。

・冷蔵庫に入れたまま、賞味（消費）

期限が過ぎてしまった。

レレスストトラランン、、ススーーパパーーななどど
かかららのの食食品品ロロスス

・客が注文した料理を食べ残した。

・商品の賞味（消費）期限が過ぎた。

土地改良区合併推進協議会が

設立されました
町では、組合員の負担軽減や組織の体制強化を図るた

め、土地改良区の合併や事務統合を推進しています。

この度「養老町大巻土地改良区」と「養老町小坪土地改

良区」の統合に向け、12月６日（月）に合併推進協議会が

設立されました。今後は、本協議会にて協議を重ね、令

和５年４月の合併を目指します。

問産業観光課 �32―1108
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ご長寿おめでとうございます

12月９日（木）に田口 幸さん（養老）が100歳を迎え、

大橋孝町長より長寿のお祝い状とお祝い金が贈呈されま

した。

文筆が得意な幸さんは、俳句を趣味にしており、以前

には新聞にも取り上げられました。「毎日頭を使うこと

が健康の秘訣です」と家族も話されるように、今でも毎

日、Ａ４サイズ１ページもの日記を手書きで書かれてい

るそうです。

この日は、ご家族に誕生日をお祝いされ、にこやかに

過ごされていました。

お祝い状を手に、笑顔の幸さん（下段右）
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申告の準備はできていますか？

今年も町県民税および所得税の申告時期となりました。申告は、正しく税金を計算し納めるための手続きです。申告

期限近くになると、会場が大変混み合いますので、早めの準備と申告をお願いします。

また、今年度より税務署への申告書の提出を電子で行うため申告者の人には『利用者識別番号』を取得いただきます。

例年よりも一人あたりの申告相談の時間が長くなる可能性がありますので時間に余裕をもって申告相談にお越しくださ

い。既に利用者識別番号をお持ちの人は番号がわかるものをお持ちください。

◎申告会場
今年も町役場庁舎と地区での申告相談会場を統合し、「町中央公民館」で申告会場を開設します。

場 所 町中央公民館中ホール（養老町石畑491番地）

開設期間 ２月16日(水)～３月15日(火)（土・日曜日、祝日を除く）

時 間 ９時～16時30分（受付：16時まで）

※初日は大変混み合うことが予想されますので、できるだけ地区ごとの指定日のご来場にご協力ください。

※地区ごとの指定日に都合のつかない人は、申告期間中に都合のつく日にお越しください。

●町の申告会場では下記の①～⑩に該当する申告は受付していません。税務署の確定申告会場（大垣市情報工房５階）で

申告してください。

①令和４年度（令和３年分）以外の申告 ②青色申告 ③消費税・贈与税の申告

④土地・建物や株式などの譲渡所得の申告（国・県・町に土地・建物を売った場合を除く）

⑤分離課税の申告 ⑥雑損控除の申告 ⑦繰越控除の申告 ⑧初めての住宅借入金等特別控除の申告

⑨準確定申告（亡くなった人の申告） ⑩その他内容が複雑な申告

●来場の際は、次の新型コロナウイルス感染予防対策にご協力をお願いします。

・咳や発熱、風邪症状、だるさなど、体調に不安がある人は、来場をご遠慮ください。

・入場の際に検温を実施します。（※37.5度以上の発熱がある人は、入場できません。）

・マスクなどの着用をお願いします。（※マスクを着用していない場合、入場をお断りすることがあります。）

・人の密集を避けるため、会場へはなるべく少人数でお越しください。

・入場の際に、手指の消毒をお願いします。

・受付票へ来場者全員の氏名・連絡先の記入をお願いします。

・会場の混雑状況により、入場をお断りし、後日の来場をお願いすることがあります。

●中央公民館への問い合わせはご遠慮ください。

●税務課窓口では、申告の相談は行いません。提出のみの受付となります。

●新型コロナ感染症拡大防止のため、申告書は郵送やe-Taxでの提出をお願いします。

●申告に関する詳しい内容は、広報養老２月号でお知らせします。

対象地区 月 日 対象地区 月 日

高田・室原 ２月17日(木)・３月２日(水) 池 辺 ２月24日(木)・３月８日(火)

広幡・上多度 ２月18日(金)・３月３日(木) 笠 郷 ２月25日(金)・３月９日(水)

小畑・多芸 ２月21日(月)・３月４日(金)

全 地 区

２月16日(水)・28日(月)・

３月１日(火)・10日(木)・11日(金)・

14日(月)・15日(火)養老・日吉 ２月22日(火)・３月７日(月)

税の申告が始まります

問税務課 �32―1103
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【場所】大垣情報工房５階 大垣市小野４丁目35番地10 ※昨年までの申告会場から変更しています。

【期間】２月16日（水）～３月15日（火）（土・日曜日、祝日を除く） 【時間】 ９時～17時

〇会場への入場には入場整理券が必要です。入場整理券は、申告会場５階での当日配布、または、LINEアプリを使っ

たオンラインでの事前発行の２通りで配布します。

〇確定申告会場では、次の新型コロナウイルス感染症の感染防止策を講じます。

・入場の際に検温を行います。37.5度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただきます。

・ご来場の際は、マスクなどを着用いただき、入口などでの手指のアルコール消毒をお願いします。

・できる限り少人数でご来場ください。

また、申告期間外の申告相談は、次表のとおり行います。

※予約状況、入場整理券の配付状況に応じ、後日の来場をお願いすることがあります。

●税務署による確定申告の受付

問大垣税務署 �78―4101（音声案内に従って「２」を選択してください。）

場 所 大垣税務署

期 間 １月25日(火)～28日(金)

時 間 ９時～17時

●相談を希望する人は、大垣税務署個人課税部門

（�78―4104）に事前に電話で相談日時を予約してください。

住宅ローンなどを利用して、家を新築・購入・増改築

した人を対象に、確定申告の説明会を行います。

場 所 大垣市情報工房５階

期 間 ２月10日(木)～15日(火)（土・日曜日、祝日を除く）

時 間 ９時～17時

●参加を希望する人は、大垣税務署個人課税部門

（�78―4104）に事前に電話で相談日時を予約してください。

期 間 場 所 予約方法等

１月４日（火）～24日（月）

（土・日曜日、祝日を除く） 大垣税務署内

大垣市丸の内2丁目30番地

電話による事前予約。

大垣税務署個人課税部門 78―4104（直通）

１月25日（火）～２月９日（水）

（土・日曜日、祝日を除く）

入場整理券が必要。大垣税務署１階で当日配付。

LINEアプリで、事前にオンラインで入手可能。

２月10日（木）～15日（火）

（土・日曜日、祝日を除く）
大垣市情報工房５階

入場整理券が必要。

大垣市情報工房５階で当日配付。

LINEアプリで、事前にオンラインで入手可能。

〇公的年金受給者対象の確定申告説明会 〇住宅借入金等特別控除に関する申告説明会

場 所 イオンタウン大垣イースト棟２階 コミュニティ

ホール 大垣市三塚町丹瀬463番地１

期 間 ２月16日(水)～22日(火)（土・日曜日、祝日を除く）

時 間 ９時30分～12時・13時～16時

対象者 小規模事業者、給与所得者および年金受給者の人。

（申告内容によっては、相談できない場合があります。）

●相談を希望する人には、当日、入場整理券を配布します。

※大垣市情報工房、イオンタウン大垣への問い合わせは

ご遠慮ください。

令和３年分の確定申告からは、スマホのカメラ機能で

給与所得の源泉徴収票を撮影すれば、金額や支払者情報

を自動入力できるなどスマホ申告が便利になります。

また、パソコンを利用する人は、マイナンバーカード

読取対応スマホから、パソコン画面に表示された２次元

バーコードを読み取ることでe-Taxが利用できます。

（ICカードリーダライタ不要）

新型コロナウイルス感染症感染防止の観点からも、安

心安全な自宅からのe-Taxをご利用ください。

〇税理士による無料相談所 〇インターネットで確定申告（e-Tax）のご案内
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『コンビニ交付サービス』について
マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストアなどのマルチコピー機で、住民票の写しや印鑑証明書

などを取得することができます。

(注)：養老町外に住民登録があり本籍が養老町の人は、事前に戸籍の利用登録申請が必要になります。申請方法につい

ては、地方公共団体情報システム機構のホームページをご覧ください。

利用できる店舗

・全国のコンビニエンスストアなど約55,000店舗

※利用できる店舗については、総務省または地方公共団体情報システム機構のホームページをご覧ください。

利用上の注意

・マイナンバーカード交付時に設定した「利用者証明書用電子証明書」の暗証番号(数字４桁)が必要です

※暗証番号を３回間違えると、ロックがかかり、コンビニ交付を利用できなくなります。ロック解除には、暗証番号の

再設定が必要になりますので、住民環境課までお問い合わせください。

利用者の多いコンビニエンスストアでも個人情報は守られます

●ご自身で操作して証明書を取得するため、ほかの人に見られることはありません。

●通信ネットワークの安全対策や証明書の偽造・改ざん対策などの個人情報を守る仕組みが構築されています。

取得できる証明書や手数料

証明書の種類 手数料(１通) 取得できる範囲 利用可能時間

住 民 票 の 写 し 200円

・養老町に住民登録がある人と同一世帯の人

※個人番号が記載されたものや、「住民票記載事項

証明書」および「住民票の除票」は取得できません。

６時30分～23時

（年末年始12月29日～

翌年１月３日は除く）

印鑑登録証明書 200円
・養老町に住民登録がある人で、印鑑登録をして

いる人

所 得 証 明 書 200円

・証明年度の1月1日(賦課期日）と、証明発行時

点に養老町に住民登録がある人

※最新の証明書のみ(証明書の内容は、毎年6月1

日に最新年度に切り替わります。)

※扶養されている人など、収入状況の確認ができ

ない人の証明書は取得できませんので、税務課

までお問い合わせください。

課 税 証 明 書 200円

戸籍全部（個人）

事 項 証 明 書
450円

・養老町に本籍がある人と同一戸籍の人（注）

※最新の戸籍のみで、除籍、改製原戸籍は取得で

きません。

【平日】９時～19時

【土、日曜日・祝日】

９時～17時

（年末年始12月29日～

翌年１月３日は除く）戸籍の附票の写し 200円

・養老町に本籍がある人と同一戸籍の人（注）

※最新の附票のみで、除附票、改製原附票は取得

できません。

国民年金保険料の口座振替には「２年前納」「１年前納」「６カ月前納」「当月末振替」「翌月末振替」の５種類の振替方

法があります。

「前納」を利用すると、保険料がお得になります。たとえば、「２年前納」を利用すると毎月納付（翌月末振替）する場合

に比べ、２年間で15,850円の割引になります。

○２年、１年、６カ月前納の申込期限は毎年２月末日です

「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書兼国民年金保険料振替依頼書※」に必要事項を記入し、ご希望の金融機関

（郵便局を含む）の窓口、または大垣年金事務所（郵送も可）へご提出ください。振替依頼書には 基礎年金番号（年金手帳

や納付書などに記載）の記入と、金融機関届出印の押印が必要です。

※ 振替依頼書は 金融機関、大垣年金事務所、町役場の窓口や日本年金機構ホームページにて配布しております。

国民年金保険料の「口座振替 前納」について

問大垣年金事務所 �78―5166
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マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します
マイナンバーカードの申請や受け取り、電子証明書更新の手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。

●１月休日窓口開設日

日にち １月９日（日）・１月23日（日）

時 間 ８時30分～12時（受付は11時45分まで）

マイナンバーカードに関する窓口は、予約制になっています。

平日（月～金曜日）８時30分から17時15分までに電話にて予約をお願いします。

●持ち物 ＜カードの申請＞

通知カード、住民基本台帳カードまたはマイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類

＜カードの受け取り＞

上記のものに加え、交付通知書（はがき）

＜電子証明書の更新＞

マイナンバーカード、電子証明書の暗証番号がわかるもの

※必ずご本人が窓口にお越しください。

なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。

※カードの申請および受け取りの時に、暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁

以内および数字４桁）を決めておいてください。

※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。

次回の窓口開設日は、２月13日（日）・２月27日（日）です。

システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

庁舎玄関ロビーに設置の自動交付機は、令和３年12月28日をもちまして、取り扱いを終了いたし

ました。なお、お手元の「ふれあいカード」は、引き続き印鑑登録証として必要ですので、大切にして

ください。

各種証明書交付には、

マイナンバーカードを使ったコンビニ交付サービスが便利です！ぜひご利用ください。

証明書自動交付機の廃止について

問住民環境課 �32―1104

国民健康保険加入の世帯に医療費の状況をお伝えするため、定期的に「医療費通知（はがき）」を送付しています。この

医療費通知を添付することで、確定申告で医療費控除を受けるときに「医療費控除の明細書」の記入を簡略化することが

できます。

また、希望する人には、2月下旬以降に１月～12月診療分の医療費のお知らせの発行を予定していますので、住民

環境課の窓口で申請を行ってください。医療費通知に記載のない医療費を申告する場合は、領収書をもとにご自身で医

療費控除の明細書の作成が必要です。

なお、医療費控除の詳しい内容については、大垣税務署または国税庁のホームページを確認してください。

※１月～10月診療分の医療費通知はすでに発送済みです。

11月～12月診療分の医療費通知は２月末ごろ発送予定です。

〇申請に必要なもの

・国民健康保険証

・印鑑（朱肉を使用するもの）

国民健康保険医療費通知（医療費のお知らせ）について

問住民環境課 �32―1104
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掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
予

定
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
園
支
援
員

■
報
酬
時
給
１

�０
５
４
円
～

１

�３
０
８
円
（
保
有
資
格
に
よ
り

時
給
が
異
な
り
ま
す
）

■
勤
務
内
容

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業
な
ど

■
対
象
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間

月
～
金
曜
日
（
基
本
、

給
食
実
施
日
）
園
に
よ
り
早
番
・
遅

番
、
土
曜
日
出
勤
あ
り

※
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
雇
用
期
間
採
用
時
～
令
和
４
年
３

月
末
ま
で

■
手
当

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
・
印
鑑
・
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
１
月

21日（
金
）

問
申
子
ど
も
課

�
32―

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬

時
給
８
９
７
円
（
資
格
あ
り

時
給
９
２
５
円
）

■
勤
務
内
容
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト
（
平
日

14時

30分
～

18時

45分
、
土
曜
日
・
夏
期
休
業
日
な
ど

７
時

45分
～

18時

45分
）

■
そ
の
他
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
対
象
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
若
干
名

■
勤
務
地
町
内
小
・
中
学
校

■
雇
用
期
間
採
用
時
～
令
和
４
年
３

月
末
ま
で

■
手
当
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
・
印
鑑
・
資
格

証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
１
月

21日（
金
）

問
申
教
育
総
務
課

�
32―

５
０
８
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
介

護
支
援
専
門
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
時
給
１

�３
０
８
円

■
勤
務
内
容
介
護
予
防
支
援
プ
ラ
ン

作
成
や
、
相
談
業
務
な
ど

■
対
象
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
人
。
（
主
任
介
護
支
援
専
門

員
研
修
修
了
者
も
し
く
は
主
任
介
護

支
援
専
門
員
研
修
受
講
要
件
を
満
た

す
人
を
優
遇
）

■
募
集
人
数
１
人

■
勤
務
地

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
石
畑
５
２
３
）

■
勤
務
時
間
月
～
金
曜
日
の
８
時

30

分
～

16時

30分

■
雇
用
期
間
採
用
時
～
令
和
４
年
３

月
末
日
ま
で（
条
件
を
満
た
す
場
合
、

再
度
の
任
用
あ
り
）

■
手
当
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当
（
年
２
回
）

あ
り

■
保
険
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
１
月

14日（
金
）

問
申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
33―

０
２
７
０

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数
２
戸

■
建
設
年
度
平
成
５
年
度

■
構
造
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積

78㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
５
万
円

■
敷
金
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
１
台
目
／
３

�１
３
０

円
、
２
台
目
か
ら
２

�０
８
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
棟

■
場
所
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数

11戸
（
Ａ
棟
３
戸
、
Ｂ
棟
５

戸
、
Ｃ
棟
３
戸
）

■
建
設
年
度
Ａ
棟
平
成
９
年
度
、

Ｂ
棟
平
成

12年
度
、
Ｃ
棟
平
成

15年
度

■
構
造
Ａ
・
Ｂ
棟
中
層
耐
火
構
造

３
階
建
、
Ｃ
棟
耐
火
構
造
２
階
建

戸
当
た
り
の
床
面
積

78㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
Ａ
棟
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｂ
棟
４
万
６
５
０
０
円
、
Ｃ
棟

４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
１

�５
６
０
円
／
台

■
入
居
資
格
〈
①
、
②
共
通
〉

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が

15万

８
０
０
０
円
以
上

48万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日

申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

問
申
改
良
住
宅
対
策
室

�
32―

５
０
７
９

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
お
も
ち
ゃ

作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
１
月

18日（
火
）

10時

30分
～

11時

30分

■
場
所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
１
月
は
缶
バ
ッ
チ
を
作
り
ま
す
。
写

真
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

�
32―

１
１
４
７

読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
簡
単

な
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
１
月

27日（
木
）

10時

30分
～

11時

30分

■
場
所
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

�
32―

１
１
４
７

募
集

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

町
営
住
宅
入
居
者

※

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

ス
マ
イ
ル「
絵
本
読
み
聞
か
せ
」

親
子
手
作
り
ラ
ン
ド

催
し
・
イ
ベ
ン
ト
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季
節
イ
ベ
ン
ト
『
い
ち
ご
』
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
寒
い
冬
で
す
が
、

親
子
で
心
も
体
も
ポ
ッ
カ
ポ
カ

�ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

～
せ
つ
ぶ
ん
～

■
日
時
１
月

26日（
水
）

10時
～

11時

30分（
受
付
９
時

30分
～
）

■
申
込
期
限
１
月
４
日（
火
）～

11日

（
火
）ま
で

■
場
所
町
中
央
公
民
館

■
対
象
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員

15組

30人
程
度

■
参
加
費
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
お
茶
を
持
参
く
だ
さ
い

■
申
込
申
込
期
間
内
に

「
ich
ig
o
_k
o
so
d
a
te@
y
a
h
o
o
.co
.jp
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル
)

へ
参
加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お

子
さ
ん
の
名
前（
ふ
り
が
な
、
年
齢
）、

住
所
、
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記

の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
携
帯
電
話
か
ら
の
申
し
込

み
の
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
山
内
智
音

�０
９
０
―
２
１
３
８
―
５
３
４
０

～
子
育
て
サ
ロ
ン
～

乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

遊
べ
る
楽
し
い
遊
び
場
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
２
月
２
日（
水
）

10時
～

11時

30分（
受
付
９
時

30分
～
）

■
場
所
町
中
央
公
民
館

■
対
象
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
先
着

15組
程
度（
予
約
不
要
・

当
日
受
付
順
）

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
34―

３
５
０
４
11月

の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
水
道
課

�
32―

５
０
８
２

町
長
部
局

■
主
事
級

総
務
課
・
室
原
自
治
会
館
駐
在
（
健
康

福
祉
課
）
伊
藤
遊
馬
▽
健
康
福
祉
課

（
産
業
観
光
課
）松
永
光
司

お
知
ら
せ

水
道
の
水
質
検
査

季
節
イ
ベ
ン
ト「
い
ち
ご
」

ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

町
職
員
の
人
事
異
動

12月

15日
付
、（
）
内
は
旧
任

広報ようろう 2022.1.113

全線開通から約100年の歴史がある養老鉄道。

生活を支える交通機関として、地元の人たちに愛されてきました。そんな養老鉄道の普段は入ることができない車庫

での車両の見学のほか、車内からの洗車見学、実際の車両を使用した運転席体験などなど電車が好きな人にはたまらな

いイベントです。詳しくは学校経由で配布するチラシもしくは町ホームページをご覧ください。

開 催 日：２月26日（土） ９時15分～11時30分（予定）

場 所：集合場所 養老町役場

実施場所 西大垣駅

対 象 者：養老町に住民登録がある親子（子ども：小学生）

※子ども１人に対して、大人１人の付き添いが必要となります。

参 加 費：大人 １人1,500円、子ども １人1,000円

申込方法：所定用紙に必要事項を記入し、申し込みしてください。

（用紙はチラシ裏面もしくは、町ホームページよりダウンロードしていただけます。）

申 込 先：町役場産業建設部建設課（〒503―1392 養老町高田798番地）

申込期限：１月28日（金）

問養老鉄道を守る会事務局（建設課内） �32―5081

養老鉄道電車庫ツアーのお知らせ
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牧田川堤防道路の交通規制のお知らせ
令和３年11月15日より行っております南直

江地内における雨水排水施設工事施工に伴う大

規模な交通規制に対し、ご理解とご協力をいた

だきありがとうございます。

今後、堤防天端道路は３月22日まで全面通

行止めを予定しており、堤防小段道路の一部も

１月下旬から２月上旬にかけて全面通行止めを

予定しております。

工事の施工状況に応じて随時、迂回方法など

を看板や誘導員により案内させていただきます

ので、引き続きご理解とご協力をいただきます

ようお願いいたします。

問建設課 �32―5081

養老町子育て世代公共交通利用支援事業養老町高齢者公共交通利用支援事業
高齢者が運転免許証を返納した後などの外出時の移動

手段として、鉄道利用を支援するために養老鉄道の回数

券を交付します（１人につき１回限り）。

○対象者（次の項目全てに該当する人）

①養老町に住民登録をしている人

②65歳以上の人（運転経歴証明書の交付日において）

③公安委員会が交付する運転経歴証明書の交付を受け

ている人

④運転経歴証明書の交付の日から起算して１年以内で

ある人

○支援内容

養老鉄道回数券マイレールチケット21（210円区間）

１冊の交付

※回数券は210円券×21枚つづり

（有効期間は交付の日から６カ月後の月末日まで）

○申請に必要なもの

・運転経歴証明書

・印鑑（朱肉を使用するもの）

詳しくは、建設課までお問い合わせください。

問建設課 �32―5081

子育て世代を対象として、鉄道の利用機会の創出を支

援するため、養老鉄道の回数券を交付します（１世帯につ

き年度１回）。

○対象者

・養老町に住民登録をしている未就学児とその保護者

など

○支援内容

・養老鉄道回数券マイレールチケット21（210円区間）

の交付

※回数券は210円券×21枚つづり

（有効期間は交付の日から６カ月後の月末日まで）

未就学児が２人までの世帯 １冊

未就学児が３人以上の世帯 ２冊

○申請に必要なもの

・保護者などの住所が確認できる書類

（運転免許証、健康保険証 など）

・未就学児の住所および年齢が確認できる書類

（健康保険証、医療受給者証 など）

・印鑑（朱肉を使用するもの）

詳しくは、建設課までお問い合わせください。

問建設課 �32―5081
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芸芸術術のの秋秋、、町町文文化化フフェェスステティィババルル！！
町の文化フェスティバルが令和３年10月31日（日）から始まり、菊花会、町美術展（一般の部）、華道展な

ど、文化・芸術に関する多くの催しが開催されました。

美術展（一般の部） 124点の作品が出展され、会場を訪れた人は熱心に鑑賞されていました。

≪美術展入賞者（敬称略）≫

問町中央公民館 �32―1281

【洋画・デザインの部】

「町美展賞」久保田 勝昭

「優秀賞」 近澤 美穂子

「中日賞」 桒原 一雄

大橋 和子

「奨励賞」 青井 隆明

村上 千代子

安藤 信江

「佳 作」 栗田 美代子

【日本画の部】

「町美展賞」 杉野 茂樹

「優秀賞」 吉岡 妙子

「中日賞」 服部 勝彦

「奨励賞」 北川 洋司

【水墨画の部】

「町美展賞」小寺 礼二郎

「優秀賞」 木村 行江

「奨励賞」 杉野 茂樹

【書の部】

「町美展賞」野村 萌衣

「優秀賞」 田中 治子

「中日賞」 植田 芙美子

黒田 ひろ子

「奨励賞」 伊藤 喜治

大橋 宗昭

「佳 作」 草野 ミチ子

【手芸の部】

「町美展賞」安藤 洋子

「優秀賞」 日比 洋子

髙木 美智子

「中日賞」 髙木 久江

大月 幹子

「奨励賞」 高木 静子

古川 みゑ子

瀧上 育子

「佳 作」 木村 佐代子

【彫塑工芸の部】

「町美展賞」川路 茂子

「優秀賞」 細川 信行

日比野 直正

小寺 礼二郎

「中日賞」 土方 啓子

野村 美紀子

大橋 美佐子

野田 邦子

「奨励賞」 鈴木 惠子

栁瀬 勝彦

服部 美智子

森 眞佐子

青木 繁子

「佳 作」 西脇 治

西脇 定美

【写真の部】

「町美展賞」伊坂 昭子

「優秀賞」 伊藤 日出子

「中日賞」 伊藤 喜治

「奨励賞」 福田 覚

「佳 作」 安田 栄吉

「スケッチ旅行の思い出（乗鞍高原）」

久保田 勝昭

「五百羅漢」

杉野 茂樹

「若き阿修羅の苦悩」

小寺 礼二郎

「臨 古今和歌集」

野村 萌衣

「私、生まれも育ちも養老です」

安藤 洋子

「干支」

川路 茂子

「雪国暮色」

伊坂 昭子

また、フェスティバル

協賛事業として、併せて

開催されました。

【養老菊花展】

（10月31日～11月９日）

【茶華道協会華道展】
（11月28日～11月29日）
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岐阜県離職者等委託訓練

「保育士養成科」の訓練生募集！

【２年間学費無料】保育士の資格を取得して正社員就職

を目指しませんか。

＊対 象／ハローワークに求職登録しており、保育士

として正社員就職を希望する人など

＊学 校／①岐阜聖徳学園大学短期大学部（岐阜市）

②中部学院大学短期大学部（関市）

③中京学院大学短期大学部（瑞浪市）

＊定 員／①８人 ②10人 ③８人 ※選考会あり

＊期 間／令和４年４月から２年間

＊申 込／最寄りのハローワークへ

＊申込期限／①３月７日（月）、

②３月７日（月）、

③２月24日（木）まで

＊費 用／入学金・２年間の学費免除

（別途教材費など必要）

＊問 合 せ／①岐阜聖徳学園大学短期大学部

（�058―278―0727）

②中部学院大学短期大学部

（�0575―24―2213）

③中京学院大学短期大学部

（�0800―200―3278）

＊備 考／詳しくは県ホームページ

「保育士養成科」を検索してください。

離職者等職業訓練生を募集します

問岐阜県商工労働部労働雇用課 �058―272―8412

産業観光課 �32―1108

岐阜県離職者等委託訓練

「介護福祉士養成科」の訓練生募集！

【２年間学費無料】介護福祉士の資格を取得して正社員

就職を目指しませんか。

＊対 象／ハローワークに求職登録しており、介護福

祉士として正社員就職を希望する人など

＊学 校／①サンビレッジ国際医療福祉専門学校

（池田町）

②中部学院大学短期大学部（関市）

＊定 員／①９人 ②14人 ※選考会あり

＊期 間／令和４年４月から２年間

＊申 込／最寄りのハローワークへ

＊申込期限／①３月10日（木）、

②３月７日（月）まで

＊費 用／入学金・２年間の学費免除

（別途教材費など必要）

＊問 合 せ／①サンビレッジ国際医療福祉専門学校

（�0585―45―2220）

②中部学院大学短期大学部

（�0575―24―2213）

＊備 考／詳しくは県ホームページ

「介護福祉士養成科」を検索してください。

12月20日から、国内向け新型コロナワクチン接種証明書および国内向け／海外向け証明書のデジタル化用スマート

フォンアプリの供用が開始しました。

◇スマートフォンアプリ上での接種証明書の取得について

スマートフォン上のアプリで、国内向け／海外向けの接種証明書を取得できます。マイナンバーカード、暗証番号、

旅券（※海外向けに取得する場合のみ）を利用します。別姓表示を希望する人など、一部の人はアプリ上での取得がで

きません。

詳しくはデジタル庁のホームページ（https://www.digital.go.jp/policies/posts/vaccinecert）をご覧ください。

アプリの利用ができない人で接種証明書が必要な人は、窓口にて紙での交付も可能です。

なお、現在お持ちの接種済証も引き続き有効です。

国内向け新型コロナワクチン接種証明書および

デジタル化用アプリの供用開始について

問健康福祉課 �32―1105
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裁判所では、国民の皆さまに新しくできた制度や裁判手続を知っていただくために随時テーマを定め、裁判所ウェブ

サイト(https://www.courts.go.jp/index.html)で案内しています。１月のテーマは「そのお悩み，裁判所の調停で解

決しませんか？」です。ぜひご覧ください。

調停について、詳しくは裁判所ウェブサイト（https://www.courts.go.jp/）をご覧ください。

裁判所からのお知らせ

問岐阜地方裁判所事務局総務課 �058―262―5122

問大垣税務署 法人課税第一部門 �78―4101（代表） 内線312

税務課 �32―1103

●個人事業者、フリーランスの人へ
令和３年10月１日から「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」の登録申請の受付が開始されました

「養老スマイルカード」は加盟店で買い物するとポイントが貯まるスマイルカー

ドです。カードがゲンちゃんでいっぱいになるとさまざまな活用法があることは

皆さまもう知っていますよね。

ふるさと応援券は、そのスマイルカードの右側部分を切り離したものです。こ

れを加盟団体が50枚集めると1,000円相当になります。養老町を盛り上げるた

めに活動をしている５人以上の非営利団体であれば、加盟団体になることができ

ます。地域で活躍している団体の皆さま、ぜひこの制度をご活用ください。

養老スマイルカードのふるさと応援券！ ～団体さんも応援します～

問養老カード振興会（町商工会内） �32―0549

事業者の人へ
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／
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令和３年度子育て等臨時特別給付金(現金一括10万円)を支給しています

問子ども課 �32―5078

令和３年11月19日閣議決定された「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策(子育て特別給付金)」として、子育て世帯を

支援する臨時特別的な給付金の支給を実施しています。

（令和３年度子育て等臨時特別給付金について）

令和３年９月30日（基準日）において、以下に該当する

児童を養育し、かつ所得が児童手当の所得制限限度額内の

人に対し、児童１人につき10万円を支給します。

１．令和３年９月分の児童手当対象となる０歳から中学生

の児童

２．基準日時点で養老町に居住する高校生など(15歳から

18歳)

３．基準日以後、令和４年３月31日までに生まれた新生児

※町外に別居している高校生などを養育している場合はお問い合

わせください。

※給付金の受け取りは拒否することもできます。手続き方法の詳細

は、送付する案内通知および町ホームページなどをご覧ください。

（申請不要で給付金を受け取れる人）

１．令和３年９月分の児童手当を養老町で受給している人

２．１に該当する人であって、かつ基準日時点で養老町に

居住する高校生などの児童の養育者

※上記の対象者には、令和３年12月中に案内通知を送付しています。

（振込日）

申請不要で給付金を受け取れる人については、案内通知

送付ののち、令和３年12月27日(月)に児童手当給付先の

口座に振り込みしています。

※案内通知がお手元に届かず、振り込みがなかった場合はお問い

合わせください。

（申請が必要な人）

対象児童を養育する公務員および高校生など(15歳から

18歳)のみを養育している人は原則申請が必要です。

申請書類の送付・公表および申請の受付は、令和４年１

月中旬以降を予定しています。詳細が決まり次第、町ホー

ムページなどでお知らせします。

※支給金額の変更について

案内通知発送後に、児童１人につき10万円を一括

で支給することとしました。案内通知の金額は10万

円に読み替えていただきますようお願いします。
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ジェネリック医薬品を利用しましょう！
ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、特許期間が満了した新薬（先発医薬品）と同じ有効成分を使用

し、品質、効き目が同等な医薬品です。味や形状を飲みやすく改良されているものもあります。

国の基準、法律に基づいて製造・販売されており、安全に使っていただけます。

新薬よりも開発費が少ない分、価格が抑えられるため、お薬代の節約にもつながります。

ジェネリック医薬品に変更するには？

医師や薬剤師にご相談ください。直接言いにくい場合は、“ジェネリック医薬品希望シール”を保

険証やお薬手帳に貼って提示する方法もあります。養老町の国民健康保険に加入されている人は新し

い保険証に同封していますので、ご活用ください。

※治療内容によっては、ジェネリック医薬品を利用できない場合があります。

里親を知る会（個別相談会）を開催します

問西濃子ども相談センター �78―4838

子ども課 �32―5078

県では、生みの親の事故や病気、離婚などにより家庭で暮らせなくなった子どもたちを児童福祉法に基づいて、親に

代わって養育する里親を募集しています。

里親登録について関心がある人を対象とした個別相談会を開催しますので、参加を希望される場合は、西濃子ども相

談センターにてご予約をお願いします。

日 時 ２月５日（土）、３月15日（火）

10時～14時まで（１世帯30分程度）

場 所 西濃子ども相談センター

問住民環境課 �32―1104

冬になると屋外の蛇口や水道管が凍ることによって

水が出なくなったり、凍結による破裂・ひび割れ

などによって修理の費用がかかることがあります。

次の点に注意し、水道管の凍結や破裂を防ぎま

しょう。

○凍結を防ぐには

屋外の露出している水道管（水道本管からメー

ターまでの取出管を含む）や蛇口に、保温材など

を巻き付け、直接冷たい空気が当たらないように

してください。

○凍って水が出ないときは

凍った部分をタオルなどで包み、その上からぬ

るま湯をかけてください。直接、熱湯をかけると

破裂することがあるので注意してください。

○破裂したときは

まず、止水せん（メーターボックス内）を閉め、

養老町指定給水装置工事事業者に修理を依頼して

ください。

水道管の凍結防止について

問水道課 �32―5082



広報ようろう 2022.1.1 1020

＜副菜＞煮なます

大根とにんじんを使うことから紅白なますといわれ、平安と

平和を願うおせち料理の縁起物とされています。おせち料理

には生野菜が少ないため、酢を使ったなますはお口直しにも

なります。材料は手に入りやすいものばかりですので、おせ

ちの１品として作ってみてください。

① 大根、にんじん、油揚げはせん切りにする。

② フライパンにごま油を熱し、①を入れて軽く炒める。

③ ②にＡの調味料を加え、軽く煮、器に盛る。

※野菜のシャキシャキ感を残す程度に。

エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 食塩相当量 野菜摂取量

82kcal 2.1g 5.1g 37mg 1.2g 82.5g

大根 1/3本（300ｇ）

にんじん 1/2本（30ｇ）

油揚げ ２枚

ごま油 大さじ１

●１人分栄養量

……………

…………

………………………

…………………

酒 大さじ１

酢 大さじ１

Ａ 砂糖 小さじ２

薄口しょうゆ 大さじ１・1/2

だしの素 小さじ1/3

…………………

…………………

………………

…

ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

空
気
も
乾
燥
し
て
き
ま
し
た
。
誤
っ

た
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
が
「
思
わ

ぬ
事
故
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、

安
全
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
暖
房
器
具
を
使
用
し
て
の
乾
燥

洗
濯
物
が
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
落
下

し
、
火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

こ
た
つ
の
中
で
洗
濯
物
を
乾
燥
中
、

洗
濯
物
が
ヒ
ー
タ
ー
に
接
触
し
た
た

め
、
火
災
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

【
対
策
】

洗
濯
物
を
乾
か
す
の
に
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
暖
房
器
具
へ
の
給
油
方
法

給
油
タ
ン
ク
キ
ャ
ッ
プ
の
締
め
方

が
不
十
分
な
場
合
、
灯
油
が
漏
れ
て

火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
対
策
】

給
油
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
行

い
、
給
油
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に
締
め

ま
し
ょ
う
。

◇
間
違
っ
た
種
類
の
燃
料
を
使
用

暖
房
器
具
に
ガ
ソ
リ
ン
を
誤
給
油

す
る
と
火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

【
対
策
】

給
油
を
す
る
際
に
は
、
燃
料
の
種

類
を
確
認
し
誤
給
油
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
普
段
か
ら
容
器
を
決
め
て

燃
料
を
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

◇
壁
際
や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
の
暖

房
器
具
の
使
用

壁
に
貼
ら
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
な

ど
が
落
下
し
た
り
、
風
に
あ
お
ら
れ

た
カ
ー
テ
ン
が
暖
房
器
具
に
接
触
す

る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

【
対
策
】

暖
房
器
具
は
壁
な
ど
か
ら
離
し
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
か
ら
遠
ざ
け
ま
し
ょ

う
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
！
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『認知症家族のつどい』のお知らせ
●対象者 家族のもの忘れや認知症が心配な人。 認知症の人を介護した経験のある人

●定 員 ５人程度

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

日にち 時 間 場 所 内 容 申込期限

２月３日（木） 10時～11時30分
町地域包括支援センター

（町保健センター２階）

①認知症や介護についてのミニ講座

②家族交流会

日頃の悩みや思いの交流、情報交換

１月21日（金）

地域包括支援センターからのお知らせ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各講座とも人数を制限して行います。

事前申し込みをお願いします。（先着順）

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、中止となる場合があります。

『高齢者いきいき個別相談会』のお知らせ
●対象者 町内在住の65歳以上の人

●定 員 ５人程度

日にち 時 間 場 所 内 容 申込期限

１月20日（木）

10時～11時30分

（相談時間30分程度）

多芸公民館
認知症や介護予防、介護についてなど個別

に相談を受けます。

なお、ご希望される場合は、タッチパネル

体験（もの忘れが始まっている可能性につ

いて、点数で判定できる機器を使用します。）

もできます。

１月14日（金）

２月10日（木） 笠郷公民館 ２月４日（金）
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母子健康手帳の交付（場所：町保健センター） ※下記の日時で都合が悪い場合は、ご連絡ください

日 時 受付時間 母子健康手帳の交付に必要な持ち物

１月21日（金）
２月４日（金）

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書（妊娠証明書）

②妊婦さんご本人のマイナンバーを確認できるもの（個人番号カードなど）

③妊婦さんご本人の身元を確認できるもの（運転免許証またはパスポートなど）

※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関） 予防接種は通年実施しています

予防接種名 対 象 予診票の配布方法

ロタウイルス感染症
【ロタリックス】出生６週０日後～24週０日後の人
【ロタテック】出生６週０日後～32週０日後の人

出生月翌月末に郵送します。ヒ ブ
生後２カ月～60カ月未満の人

小児の肺炎球菌

Ｂ 型 肝 炎 生後２カ月～12カ月未満の人

四 種 混 合
（ジフテリア･百日せき・
破傷風・不活化ポリオ）

生後３カ月～90カ月未満の人 乳児健診の案内に同封します。

Ｂ Ｃ Ｇ 生後３カ月～12カ月未満の人 乳児健診で配布します。

麻しん・風しん
（第１・２期）

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人 10か月児健診で配布します。

第２期：平成27年４月２日～
平成28年４月１日生まれの人

対象者に郵送しました。
接種期限：３月31日（木）

水痘（水ぼうそう） 生後12カ月～36カ月未満の人 10か月児健診で配布します。

日 本 脳 炎
第１期：３歳～生後90カ月未満の人 ３歳児健診の案内に同封します。

第２期：９歳～13歳未満の人 小学４年生に郵送します。

二 種 混 合
（ジフテリア・破傷風）

11歳～13歳未満の人（小学６年生） 対象者に郵送しました。

ヒトパピローマウイルス
（子宮頸がん予防）

中学１年生～高校１年生の女子
※対象者で希望する人は、町保健センター
へご連絡ください。

〈日本脳炎予防接種について〉平成13年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は、
20歳になるまでの間、平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれで、第１期の接種が終わっていない人は、13歳になる
までの間、接種できます。町保健センターへお問い合わせください。

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対 象 備 考

健
診

乳 児 健 診 １月25日（火）

13時20分～
14時

令和３年９月１日～
令和３年10月15日生まれ

・該当者には２週間前ま
でに通知します。

10 か 月 児 健 診 ２月１日（火）
令和３年３月１日～
令和３年４月15日生まれ

１歳６か月児健診 ３月22日（火）
令和２年７月１日～
令和２年８月31日生まれ

２ 歳 児 歯 科 健 診 ２月２日（水）
令和元年12月１日～
令和２年１月15日生まれ

３ 歳 児 健 診 １月18日（火）
平成30年11月１日～
平成30年12月31日生まれ

相
談 育 児 相 談

１月25日（火）
２月８日（火）

10時30分～
11時30分

乳幼児の発達・発育に
不安や悩みをもつ人

【要予約】
事前に電話で予約

教
室 パパママ教室

内容:出産後の育児についてなど
２月12日（土）

実施時間
10時～11時

９・10・11月妊娠届出者
とその家族

【申込期限】
２月４日（金）
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休日診療医療機関（１月１日～２月14日）休日診療の問い合わせ：救急医療情報センター（�32－3799）

【診療時間】９時～16時30分 【持ち物】保険証、受診料 ◆一部変更の場合があります。

＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

１月１日(土)
～１月３日(月)

１月９日(日)１月10日(月)１月16日(日)１月23日(日)１月30日(日)２月６日(日)２月11日(金)２月13日(日)

西美濃厚生病院

�32－1161

大晃堂内科

�32－0328

西美濃厚生病院

�32－1161

西美濃厚生病院

�32－1161

野村内科

�34－0017

半田眼科

�32－0321

西美濃厚生病院

�32－1161

西美濃厚生病院

�32－1161

西美濃厚生病院

�32－1161

十分な感染症予防対策を行い、事業を実施します。
ただし、新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては、中止や延期となる場合があります。

成人の相談・検診
行事名 実施日 場 所 対 象 備 考

健康相談・体組成測定

２月７日（月）

【受付時間】

10時～11時30分

町保健
センター

町内在住の人

【申込】不要

・心身の悩み、健診結果、食事などの相談

・体組成測定（体重、体脂肪、筋肉量など）

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関）
予防接種名 対 象 料 金 接種期限 備 考

高齢者
インフル
エンザ

接種時に65歳以上の人

昭和31年10月１日から昭和31年

12月28日生まれの人は65歳の誕

生日を迎えた日より接種可能

1，700円

（接種した医療

機関で支払う）

１月31日（月）

・昭和31年９月生まれ以前の人

には予診票を郵送しました。

・昭和31年10･11･12月生まれで

希望する人は町保健センターへ

電話にてお申し込みください。

高齢者

肺炎球菌

令和３年度中に65歳･70歳･75歳･80

歳･85歳･90歳･95歳･100歳になる

人で過去に受けたことのない人

4，000円

（接種した医療

機関で支払う）

３月31日（木） 対象者には予診票を郵送しました。

※接種時に60歳以上65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障がいがある人およびヒト免疫不全ウイルスにより

免疫機能に重い障がいのある人（身体障害者手帳１級程度）は対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を

持って町保健センター窓口へお越しください。

風しんの抗体検査および予防接種
内 容 対 象 料 金 クーポン券など有効期限 備 考

風しんの抗体検査

および予防接種

昭和37年４月２日～

昭和54年４月１日生まれの男性

（クーポン券未使用者）

無 料 ３月31日（木）
対象者にはクーポン券

などを郵送しました。

◎子どもの急な病気に困ったら

子ども医療電話相談 休日や夜間のお子さんの急な病気やけがの際に、家庭での対処方法や医療機関を受診

すべきかどうかについて、看護師（必要に応じて小児科医師）が電話相談に応じます。

相談電話番号 ＃８０００（局番なし）

※携帯電話、固定電話のプッシュ回線よりご利用いただけます。

※その他の電話は�058－240－4199をご利用ください。

相談時間 18時～翌朝８時 ※土・日曜日、祝日・年末年始(12月29日～１月３日)８時～翌朝８時

※保護者の目から見て明らかに重篤・重症と思われる時は、119番で救急車をご利用ください。

◎夜間・休日に受診できる救急医療機関を知りたい時

①電話での問い合わせ：養老救急医療情報センター（24時間365日対応） �32－3799

②インターネットを利用：ぎふ救急ネット http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/

高齢者インフルエンザ予防接種の接種期限を１カ月延長します
今年度はインフルエンザワクチンの製造・出荷が遅れていることから、高齢者インフルエンザ予防接種の

接種期限を「令和３年12月28日（火）」から「令和４年１月31日（月）」までに延長します。



問町保健センター �32―9025

糖尿病に気を付けましょう！
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養老公園 こどもの国イベント情報

問養老公園事務所 �32―0501
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相談種類 相談日 時間 場所 連絡先

人権相談 １月19日（水） 13時～16時 町老人福祉センター
健康福祉課

�32-1105

法律相談 要予約

（弁護士が相談を受けます）
１月20日（木） 13時～15時 町老人福祉センター

町社会福祉協議会

�34-3504

行政相談
（行政への苦情などを受けます）

１月12日（水）

２月９日（水）
13時～16時 町老人福祉センター

総務課

�32-1101

心配ごと相談
１月12日（水）・19日（水）

２月９日（水）
13時～16時 町老人福祉センター

町社会福祉協議会

�34-3504

定期職業相談
１月14日（金）・28日（金）

２月４日（金）
13時～16時 町福祉センター

町福祉センター

�32-1147

マリサポメール相談室
（婚活相談会）

随時
メールで相談ください。(申込先メールアドレス：yoro@yorocon.com)

子ども課

�32-5078

県よろず支援拠点による 要予約

中小企業経営相談窓口

１月６日（木）

２月３日（木）
13時～17時 町中央公民館

産業観光課

�32-1108

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

１月７日（金）・17日（月）

２月７日（金）

10時～12時

13時～15時
産業観光課

産業観光課

�32-1108

新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更となる場合があります。

各種相談無料でできます

第３回日独文化交流オンライン紹介では、ドイツや日本で紹介した日本文化についてお話します。ドイツへ派遣した人

たちが向こうで紹介したこと、日本に迎えたドイツの人たちにどんな日本を紹介したのか、映像を見ながら説明します。

ぜひご参加ください。

日 時 １月30日（日） 14時～15時

場 所 zoomによるオンラインイベント

※事前にメールでの参加申込が必要です。

日独文化交流オンライン参加者募集

申・問養老国際交流協会 �32―1281 yiea@outlook.jp

◆町県民税 ４期分

◆国民健康保険税 ９期分

◆後期高齢者医療保険料 ７期分

◆水道使用料・下水道使用料・

農業集落排水使用料・住宅使用料 １月分

＊口座振替日は１月31日（月）です。

編 集 後 記

あけましておめでとうございます。新年を

迎え、新たな気持ちでそれぞれに今年の目標を

立てられたことと思います。一昨年、昨年は

楽しいことよりも、コロナによる生活様式の

変化、自粛生活の印象が強く残っています。

今年こそ、少しずつ日常を取り戻し、明るく

楽しい話題が聞こえてくるような年となること

を祈るばかりです。 Ｍ・Ｏ

献血にご協力を
日 付：２月13日(日)

場所・時間：ザ・ビッグ養老店 ９時30分～11時30分、13時～16時

問健康福祉課 �32―1105
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世帯数 １０，３３３世帯（－25）
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３ページに掲載いたしましたとおり、このたび佐竹鉄工(株)様と佐竹販売(株)様より計150万枚のマスクをご寄附い

ただきました。両社は広く町民の皆さまのために活用されることをご希望されており、以下のとおり配布させていただ

きます。

○配 布 数 １世帯につき、100枚（50枚入不織布マスクを２箱）

○引換期間および引換場所

○引換方法 広報養老１月号（当紙）のマスク引換券（切り取り式、当ページ下部の三角形の券）を

切り取り、引換期間内に引換場所で交換してください。

○配布マスクの仕様など 中国産不織布マスク（非医療用） サイズ：175mm×95mm

使用期限：令和５年３月

寄附いただいたマスクの各世帯への配布について

問健康福祉課 �32―1105

引換期間 引換時間 引換場所

１月22日（土）

９時～12時

役場

各自治会館

福祉センター

１月23日（日）

１月29日（土）

１月30日（日）

１月31日（月）～２月25日（金）

※土・日曜日、祝日を除く
８時30分～17時15分 役場１階 健康福祉課



■養老町の防災アプリ

「養老町防災行政情報」 iPhone版 Android版

■養老町の防災情報メール配信

「あんしん防災ネット」
PC/
スマホ版

フィーチャーフォン
（ガラケー）版

子ども議会が開催され、
まちづくりの提案をしました
11月24日（水）に町役場議場にて、第５回養老町子ども議会が

開催されました。町長や議長も参加するなかで、高田・東部両中

学校の３年生の各クラスの代表が、町政の執行部に対し、クラス

で話し合って考えた養老町を住みよいまちとしていくための提案

をしました。魅力あるまちにしていくためには、なにをすべきなの

か具体的に提案し、議会傍聴者からも共感を得ていました。発表

者たちは全員、クラスの代表として、堂々と発表していました。


